
南
越
前
町
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

農
業
者（
地
域
農
業
担
い
手
）を
ご
存
知
で
す
か

　

町
で
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
産
物
単

価
の
低
下
な
ど
が
農
業
経
営
を
圧
迫
す
る
状
況
の
中
、
将
来
の
地
域
農
業
が
進
む
べ
き
方
向
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
地
域
農
業
の
担
い
手
を
積
極
的
に
支
援
し
、
担
い
手
農
業

者
の
育
成
と
規
模
拡
大
及
び
農
業
経
営
の
改
善
を
図
る
た
め
、
認
定
農
業
者
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
28
人
の
認
定
農
業
者
が
農
業
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し
、
農
業
制
度
資
金
の
活
用
、
農
地
の

集
積
な
ど
経
営
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

南
越
前
町
の
認
定
農
家
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　南越前町農業者労働災害共済とは、農機具等によって町内で農作業中に生じた負傷、疾病（農作業と
因果関係があると認められたもの）、障害、死亡等の人身事故を受けた者を救済する制度です。

加入作物等 共済掛金

水稲 50円 /10a

転作田 50円 /10a

梅、水仙、普通畑 50円 /10a

つるし柿 500円（一律）

家畜 20円 /1頭

均等割 1農家 500円

【加入作物等及び共済掛金】 【共済金について】
医療共済金、休業共済金、障害共済金、遺族共済金及び葬祭料が
あります。
【共済責任期間】
平成18年４月１日 ～ 平成 19年３月31日
【加入申込み期限】
平成18年３月31日
【加入申込み方法】
共済加入申込書と口座振替依頼書を提出していただく必要があります。
※詳細はお問合せください

■問合せ先　農林水産課　 47-8001　　今庄総合事務所地域振興室　 45-8002
河野総合事務所地域振興室　 48-7705

■
農
林
水
産
課　
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桂　

慶
一
郎　
（
上
牧
谷
）

笛
吹　
　

巧　
（
鯖　

波
）

植
村　

功
吉　
（
中
小
屋
）

髙
橋　

正
之　
（
清　

水
）

谷
川　

武
司　
（
清　

水
）

関　
　

祐
輔　
（
上
牧
谷
）

代
継　

弘
子　
（
上　

野
）

馬
渕　

正
人　
（
上　

野
）

髙
木　

正
義　
（
清　

水
）

井
上　

武
則　
（
東
大
道
）

清
水　

正
美　
（
清　

水
）

高
木　

一
郎　
（
清　

水
）

桂
川　

静
雄　
（
上
牧
谷
）

井
上　

典
宣　
（
堂　

宮
）

氏
名
・
法
人
名
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稲
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水　

稲

水　

稲

水
稲
・
花
蓮

経
営
部
門

林　
　

紀
一　
（
嶋
）

森
下　

英
一　
（
山　

王
）

井
上　

重
治　
（
南
今
庄
）

落
井　

恒
志　
（
新
北
府
）

㈲
リ
ト
リ
ー
ト
田
倉
（
古　

木
）

小
不
動
典
政　
（
合　

波
）

山
本　
　

茂　
（
湯
尾
・
稲
荷
）

田
中
彦
治
郎　
（
古　

木
）

喜
村
喜
代
治　
（
久　

喜
）

朝
倉　

勇
二　
（
社　

谷
）

坂
下　

正
晴　
（
古　

木
）

垂
石　

政
勝　
（
今　

泉
）

大
角　

伸
一　
（
赤　

萩
）

川
島　
　

保　
（
大　

良
）

氏
名
・
法
人
名

水
稲
・
酪
農

水　

稲

水　

稲
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・
園
芸

水　

稲

水　

稲

施
設
園
芸

水
稲
・
園
芸

水　

稲

水　

稲

水　

稲

梅水
稲
・
水
仙

梅
経
営
部
門



　

南
条
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
社
会
実
験
は
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専

用
の
仮
出
入
口
を
設
置
し
て
、
整
備
効
果
や
運
営
上
の
課
題
等
を
把
握
す
る

た
め
の
も
の
で
、
町
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

高
速
道
路
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
あ
る
入
口
料
金
所
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
信
に
よ
り
走
行
す
る
車
両

が
対
象
と
な
る
料
金
の
割
引
制
度
も
あ
り
、
特
に
朝
、
夕
の
通
勤
時
間
帯
で
は
、
通
勤
割

引
制
度
が
利
用
で
き
、
通
勤
時
間
の
短
縮
と
道
路
の
混
雑
か
ら
回
避
で
き
ま
す
。

南
条
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
実
施
中

■ 

建
設
整
備
課　
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ETC で南条サービスエリアからETC で南条サービスエリアから
高速道路に乗り降りができます高速道路に乗り降りができます

■ 南条SAから各インターチェンジまでの通勤割引料金（単位 : 円）（距離 : ㎞）

IC
名称

武生
IC

鯖江
IC

福井
IC

福井北
IC

丸岡
IC

金津
IC

加賀
IC

片山津
IC

小松
IC

美川
IC

普通車 200 300 400 500 600 750 800 1000 1100 1250

中型車 250 300 500 600 700 850 950 1150 1300 1450

軽自
動車 200 250 350 400 500 600 700 800 900 1000

距離 8.7 14.1 25.3 31.7 38.5 49.0 56.3 68.8 77.4 88.4

• 朝夕の通勤時間帯（６時～９時・17時～20時）
　※大都市を除く
• 時間帯内にETCのある入口または出口の料金所を通過
•総走行距離100㎞以内

南
条
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

利
用
通
行
料
助
成
制
度

■
助
成
対
象
者

■
助
成
金
額（
申
請
が
必
要
で
す
）

■
補
助
申
請
方
法

＊
持
参
す
る
も
の

❖

利
用
者
の
声
❖

　

私
は
福
井
市
に
勤
務
地
が
あ
り

ま
す
。
朝
の
通
勤
時
間
帯
は
国
道

三
六
五
号
の
王
子
保
付
近
に
て
渋

滞
す
る
の
で
（
積
雪
時
に
は
な
お

さ
ら
）
南
条
Ｓ
Ａ
か
ら
高
速
道
路

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
通
勤
時
間

も
短
縮
さ
れ
て
、
大
変
便
利
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
験
は
３

月
ま
で
と
聞
い
て
い
ま
す
が
今
後

も
継
続
し
て
欲
し
い（

50
代
・
男
性
）

　

敦
賀
方
面
か
ら
の
出
口
、
敦
賀

方
面
へ
の
入
口
を
希
望
。
ま
た
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
も
し
て
頂

け
る
と
も
っ
と
便
利
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
設
備
投
資
に
費
用
が
か

か
り
ま
し
た
が
、
運
転
手
に
は
好

評
で
常
設
を
希
望
し
ま
す
。
暮
れ

の
豪
雪
時
な
ど
町
内
へ
の
灯
油
納

品
が
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
、

渋
滞
回
避
で
緊
急
便
が
き
て
い
る

事
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
！

（
60
代
・
男
性
）

　

福
井
に
買
い
物
に
行
く
と
き
利

用
し
て
い
ま
す
。
便
利
で
す
が
、

豪
雪
で
行
動
範
囲
が
狭
い
と
き
の

社
会
実
験
な
の
で
期
間
の
延
長
が

あ
る
の
か
と
心
配
で
す
。
夏
の
時

期
ま
で
期
間
延
長
を
し
て
も
ら
い

実
験
結
果
を
み
た
い
で
す
。

（
40
代
・
女
性
）

月月 日日（火（火））までまで３３ 2211


